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二
つ
の
自
転
車
安
全
施
策

小
野
彰
三
（
光
市
）

　

高
齢
者
の
自
転
車
乗
車
中
の
重

大
事
故
が
多
発
傾
向
に
あ
る
中
、

光
警
察
署
と
交
通
安
全
協
会
の
呼

び
掛
け
で
、
４
月　

日
光
自
動
車

14

学
校
に
お
い
て
交
通
安
全
高
齢
者

自
転
車
コ
ン
テ
ス
ト
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
光
市
と
周
南
市
（
旧

熊
毛
町
）
の
老
人
会
か
ら
１
チ
ー

ム
３
人
で　

チ
ー
ム
が
出
場
し
行

14

わ
れ
た
も
の
で
、
自
動
車
学
校
の

コ
ー
ス
を
使
用
し
、
安
全
走
行
と

安
全
確
認
を
重
点
に
、
ス
タ
ー
ト

時
の
安
全
確
認
、
信
号
の
あ
る
交

差
点
で
の
右
折
、
Ｓ
字
カ
ー
ブ
大

道
路
に
で
る
と
き
の
安
全
確
認
、

駐
車
中
の
車
を
避
け
る
時
の
安
全

確
認
、
道
路
を
右
折
す
る
と
き
の

安
全
確
認
、
ジ
グ
ザ
グ
コ
ー
ス
の

走
行
、
幅　

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

30

長
さ　

メ
ー
ト
ル
の
板
の
上
の
走

15

行
、
道
路
横
断
の
安
全
確
認
、

ゴ
ー
ル
降
車
の
際
の
安
全
確
認
等
、

減
点
方
式
で
採
点
し
、
チ
ー
ム
毎

の
合
計
得
点
で
順
位
が
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

結
果
は
、
幸
が
丘
チ
ー
ム
が
優

勝
し
、
参
加
者
の
最
高
齢
者
・
田

中
久
吉
さ
ん
（　

歳
）
に
特
別
賞

91

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

講
評
で
は
、「
こ
の
コ
ン
テ
ス

ト
で
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
な
が

ら
、
普
段
利
用
し
て
い
る
自
転
車

が
意
外
と
難
し
い
こ
と
や
、
平
衡

感
覚
の
衰
え
を
自
覚
し
て
い
た
だ

け
た
の
で
は
…
」
と
の
コ
メ
ン
ト

が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
７
月　

日
、
室
積
に
あ

20

る
光
市
運
動
公
園
に
て
、
自
転
車

交
通
教
室
が
開
催
さ
れ
、
室
積
地

区
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
約　

名
が
参

40

加
し
ま
し
た
。

　

光
警
察
署
の
指
導
に
よ
り
、
ブ

レ
ー
キ
な
ど
の
効
き
具
合
、
サ
ド

ル
の
高
さ
は
適
正
か
な
ど
の
乗
車

前
点
検
を
す
る
こ
と
。
安
全
の
確

認
、
自
転
車
の
通
る
と
こ
ろ
、
横

断
の
仕
方
、
左
折
の
仕
方
、
右
折

の
仕
方
な
ど
の
説
明
が
あ
り
、
実

技
で
は
「
右
よ
し
。
左
よ
し
。
後

よ
し
」
の
後
、
運
転
に
入
り
、
板

乗
り
走
行
や
ジ
グ
ザ
グ
コ
ー
ス
の

走
行
、
道
路
の
横
断
、
右
折
な
ど
、

実
技
部
門
で
も
細
々
と
ご
指
導
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

高
齢
者
を
対
象
と
し
た
こ
の
２

つ
の
安
全
施
策
に
よ
っ
て
、
交
通

事
故
多
発
に
歯
止
め
が
か
か
る
こ

と
に
期
待
し
つ
つ
、
あ
ち
ら
こ
ち

ら
で
高
齢
者
の
元
気
な
「
右
よ
し
、

左
よ
し
」
の
安
全
確
認
の
声
が
響

き
渡
る
よ
う
、
実
践
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

峰
寿
会
の
日
常
活
動

矢
野
哲
三
郎
（
平
生
町
）

　

高
齢
化
の
時
代
に
入
り
、
そ
れ

に
対
応
す
る
事
業（
活
動
）が
色
々

な
形
で
計
画
さ
れ
、
実
行
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
ど
れ
一
つ
を
と
っ

て
も
誠
に
有
意
義
で
あ
り
、
大
き

な
成
果
を
挙
げ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
そ
れ
ら
の
活
動
の
ほ

と
ん
ど
が
、
参
加
対
象
者
を
比
較

的
元
気
な
、
い
わ
ば
平
均
点
以
上

の
人
達
と
し
て
い
ま
す
。
勿
論
、

そ
れ
は
そ
れ
で
大
切
な
事
で
益
々

活
動
を
充
実
し
て
い
く
必
要
が
あ
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る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
後
期
高

齢
者
（　

歳
以
上
の
人
）
や
四
肢

80

に
若
干
の
故
障
の
あ
る
人
達
（
活

動
が
平
均
点
以
下
の
人
達
）
が
参

加
す
る
活
動
の
場
は
皆
無
に
等
し

い
の
が
現
状
で
す
。

　

そ
こ
で
私
ど
も
峰
寿
会
で
は
、

数
年
前
か
ら
こ
の
よ
う
な
人
達
も

含
め
た
活
動
を
色
々
と
模
索
し
、

現
在
で
は
会
独
自
で
開
発
し
た

「
キ
ラ
・
ス
ポ
」
を
は
じ
め
、
数
多

く
の
事
業
（
活
動
）
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

１
・
輪
投
げ

　

１
本
棒
と
９
本
棒
の
台
が
あ

り
、
投
擲
距
離
に
ハ
ン
デ
ィ
を

つ
け
る
。

２
・
ゲ
ー
ト
パ
ス

　

６
個
の
異
種
の
ボ
ー
ル
を
ス

テ
ィ
ッ
ク
で
打
ち
、
ゲ
ー
ト
を

通
過
さ
せ
る
。

３
・
ス
ロ
ー
ボ
ー
ル

　

直
径　

�
の
ボ
ー
ル
を
目
標

10

の
籠
に
入
れ
る
。

４
・
ロ
ー
リ
ン
グ
ボ
ー
ル

　

直
径　

�
の
ボ
ー
ル
を
転
が

10

し
、
点
数
板
に
当
て
る
。

５
・
ダ
ー
ツ

　

市
販
の
点
板
を
使
用
し
、
投

擲
距
離
に
ハ
ン
デ
ィ
を
つ
け
る
。

　

詳
細
に
つ
い
て
の
説
明
は
紙
面

の
関
係
で
で
き
ま
せ
ん
が
、
要
は

誰
で
も
参
加
で
き
、
身
近
な
比
較

的
狭
い
場
所
で
も
競
技
が
で
き
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

そ
し
て
、
機
材
は
自
分
達
で
作

り
、
費
用
も
単
位
ク
ラ
ブ
の
予
算

内
で
で
き
る
も
の
が
望
ま
し
い
と

思
い
ま
す
。
活
動
頻
度
も
せ
め
て

毎
月
１
回
、
で
き
れ
ば
毎
週
１
回

は
や
り
た
い
も
の
で
す
。
そ
し
て

活
動
の
曜
日
を
決
め
、
日
常
化
す

る
様
に
し
た
ら
興
味
も
湧
い
て
く

る
と
思
い
ま
す
。

　

峰
寿
会
で
は
、
毎
週
火
曜
日
と

木
曜
日
を
「
峰
曜
日
」
と
し
て
、

上
記
の
「
キ
ラ
・
ス
ポ
」
の
ほ
か

友
愛
福
祉
部
、
環
境
花
壇
部
、
壮

健
体
育
部
、
健
康
保
健
部
、
趣
味

学
芸
部
で
、
毎
週
そ
れ
ぞ
れ
の
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

喜
寿
を
迎
え
て

藤
井
テ
ル
子
（
岩
国
市
）

　

人
事
と
思
っ
て
い
た
喜
寿
だ
が
、

い
つ
の
間
に
か
そ
れ
を
迎
え
る
自

分
が
い
た
。
日
本
は
長
寿
の
国
で

喜
ば
し
い
と
思
う
が
、
カ
ラ
オ
ケ

や
旅
行
な
ど
楽
し
み
と
趣
味
で
老

後
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
人
が

あ
る
一
方
、
ベ
ッ
ド
の
上
で
管
に

つ
な
が
れ
動
け
な
い
人
や
、
人
に

頼
っ
て
世
話
を
し
て
も
ら
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
人
も
い
る
。

　

年
を
取
っ
て
も
自
分
の
こ
と
は

自
分
で
で
き
る
日
々
を
送
る
こ
と

は
皆
の
願
い
で
あ
る
。
年
を
取
る

と
頑
固
に
な
る
と
よ
く
言
わ
れ
て

い
る
が
、
体
が
固
く
な
れ
ば
頭
も

固
く
な
る
の
だ
ろ
う
と
自
覚
し
、

反
省
し
て
い
る
。「
人
」と
い
う
字

を
考
え
て
み
る
と
、
縦
一
（
頑
固

さ
）
や
横
一
（
人
に
頼
る
）
で
は

「
人
」と
い
う
字
に
な
ら
な
い
。
人

と
い
う
字
に
な
る
よ
う
に
も
っ
と

違
っ
た
生
き
方
を
考
え
た
い
も
の

で
あ
る
。

　

価
値
あ
る
人
生
に
は
健
康
が
重

要
で
あ
る
。
糖
尿
病
や
高
血
圧
、

高
脂
血
症
、
癌
な
ど
の
成
人
病
に

な
ら
な
い
よ
う
に
食
事
に
気
を
つ

け
、
自
分
に
合
っ
た
運
動
を
し
て

沢
山
の
人
に
出
会
っ
て
前
向
き
な

毎
日
で
あ
り
た
い
。
最
近
の

ニ
ュ
ー
ス
で
は
明
る
い
話
題
よ
り

も
暗
い
話
題
が
多
く
、
暗
い
こ
と

が
次
々
と
起
き
て
悲
し
み
が
多
い
。

昔
は
情
あ
る
話
や
楽
し
い
話
が
多

か
っ
た
が
、
最
近
は
な
ぜ
少
な
い

の
だ
ろ
う
か
。
一
度
し
か
な
い
人

生
、
温
故
知
新
を
頭
に
入
れ
、
夢

と
希
望
を
胸
に
持
ち
、
前
向
き
な

日
本
を
求
め
て
行
き
た
い
。

　

各
人
が
考
え
方
が
違
い
、
過
去

も
違
う
。
そ
れ
を
頭
に
入
れ
て
人

と
話
し
あ
う
チ
ャ
ン
ス
を
見
つ
け
、

残
り
の
人
生
を
前
向
き
に
考
え
サ

ロ
ン
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

サ
ロ
ン
活
動
と
し
て
歌
を
歌
っ
た

り
首
や
指
の
運
動
を
行
っ
て
い
る

が
、
ま
だ
ま
だ
考
え
る
余
地
が
あ

る
の
で
努
力
し
て
い
き
た
い
今
日

こ
の
頃
で
あ
る
。

第　

回
つ
つ
じ
祭
開
催

10

中
村
幸
雄
（
防
府
市
）

　

５
月
２
日
（
日
）　

時
よ
り
佐

10

波
川
大
崎
橋
河
川
敷
で
、
防
府
市

華
城
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
推
進
協
議

会
主
催
の
「
第　

回
つ
つ
じ
祭
」

10

が
国
土
交
通
省
協
賛
の
も
と
、
延

べ
２
５
０
０
名
の
参
加
を
得
て
開

催
さ
れ
た
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
推
進
協
議
会

木
原
彦
正
会
長
、
河
村
龍
夫
実
行

委
員
長
の
挨
拶
に
続
き
、
来
賓
挨

拶
と
し
て
高
野
昭
男
右
田
地
区
環

境
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
会
議
会
長

か
ら
励
ま
し
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

天
候
に
恵
ま
れ
、
佐
波
川
の
清

流
と
き
れ
い
で
さ
わ
や
か
な
空
気
、

紅
白
の
つ
つ
じ
の
開
花
で
心
に
や

す
ら
ぎ
を
受
け
る
環
境
の
も
と
実

施
さ
れ
た
つ
つ
じ
祭
。

　

年
々
内
容
も
充
実
し
、
特
に
今

年
は
中
学
、
高
校
の
女
生
徒　

名
12

に
よ
る
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
踊
り

が
行
わ
れ
、
多
く
の
人
の
目
を
惹

き
つ
け
た
よ
う
だ
っ
た
。

　

ま
た
、
各
団
体
の
献
身
的
な
協

力
に
よ
り
、
ニ
ュ
ー
イ
ベ
ン
ト
の

三
輪
車
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
と
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
が
加
わ

り
、
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
、
○
×
ク

イ
ズ
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
大
会
、
子
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ど
も
尻
相
撲
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、

ジ
ャ
ン
ボ
オ
セ
ロ
大
会
、
子
ど
も

写
生
大
会
、
ス
ト
ラ
イ
ク
ボ
ー
ド
、

ペ
タ
ン
ク
、
フ
ワ
フ
ワ
ド
ー
ム
等

で
賑
わ
っ
た
。

　

食
べ
物
コ
ー
ナ
ー
の
天
ぷ
ら
う

ど
ん
、
い
な
り
ず
し
、
わ
た
が
し
、

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
、
や
き
と
り
、
飲

物
な
ど
は
、
ど
の
テ
ン
ト
に
も
行

列
が
で
き
繁
盛
し
て
多
い
に
賑

わ
っ
た
。

　

晴
天
の
も
と
腹
具
合
も
満
足
に
、

地
区
住
民
と
の
交
流
の
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
、　

時　

分
の
最
後
の

14

30

餅
ま
き
で
締
め
く
く
ら
れ
て
楽
し

く
快
適
な
１
日
を
過
ご
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

活
動
の
発
展
と
地
区
住
民
の
活
躍

を
祈
念
し
て
、
会
場
を
後
に
し
た
。

地
域
交
流
に
つ
い
て

岡
村
昭
治
（
山
口
市
）

　

平
成　

年
７
月　

日　

時　

分

16

13

14

50

か
ら
平
川
公
民
館
講
堂
を
会
場
に
、

平
川
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の

役
員　

名
と
地
元
中
村
女
子
高
等

13

学
校
専
攻
科
の
生
徒
９
名（
引
率
・

古
谷
史
惠
教
諭
）
が
、
健
康
増
進

を
目
的
に
交
流
会
を
も
ち
ま
し
た
。

　

血
圧
測
定
に
よ
る
健
康
チ
ェ
ッ

ク
に
は
じ
ま
り
、「
血
圧
に
つ
い

て
」「
脳
の
活
性
化
に
つ
い
て
」「
寝

た
き
り
予
防
に
つ
い
て
」
な
ど
の

準
備
し
た
資
料
の
説
明
を
受
け
、

最
後
に
全
員
が
血
圧
測
定
を
し
て

会
を
終
え
ま
し
た
。

　

我
々
老
人
も
人
ご
と
で
は
な
い

と
聞
き
入
り
、
学
生
側
も
老
人
側

も
よ
い
雰
囲
気
で
交
流
が
で
き
、

会
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

若
い
学
生
達
の
熱
意
は
、
老
人
達

を
引
き
込
み
長
寿
の
道
を
開
い
て

く
れ
る
も
の
で
、
楽
し
さ
が
あ
り

ま
し
た
。

 

歌
謡
を
楽
し
む
会

銭
谷
繁
子
（
小
野
田
市
）

　

須
恵
校
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

の
歌
謡
を
楽
し
む
会
の
ご
紹
介
を

し
ま
す
。

　

春
は
万
葉
の
桜
に
、
秋
は
椎
の

実
を
拾
う
健
康
公
園
の
一
画
に
あ

る
福
祉
会
館
か
ら
聞
こ
え
る
歌
声
。

平
成
８
年
に
須
恵
福
祉
会
館
が
建

設
さ
れ
た
の
を
機
に
、
老
人
ク
ラ

ブ
歌
謡
の
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

　

当
初
は　

名
足
ら
ず
の
会
員
で

20

発
足
し
ま
し
た
が
、
現
在
で
は　
65

名
に
も
な
り
ま
し
た
。
最
高
齢
者

は　

歳
で
す
。
講
師
は
お
り
ま
せ

85
ん
。
月
に
１
曲
だ
け
課
題
曲
と
し

て
練
習
を
し
、
そ
れ
以
外
の
曲
は

各
人
が
自
分
の
選
曲
で
新
し
い
曲
、

懐
か
し
い
歌
を
得
意
の
ポ
ー
ズ
で
、

マ
イ
ク
を
持
つ
人
、
は
に
か
む
人
、

様
々
な
か
た
ち
で
た
だ
懐
か
し
む

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
健
康
に
一
番

よ
い
の
で
は
と
み
ん
な
楽
し
ん
で

お
り
ま
す
。

　

会
費
は
月
１
０
０
円
。
練
習
日

は
毎
週
木
曜
日
の
午
前
９
時
〜　
11

時　

分
ま
で
、
楽
し
く
歌
っ
て
だ

30
べ
っ
て
お
り
ま
す
。

　

年
間
行
事
と
し
て
は
、
校
区
敬

老
会
、
地
区
の
ふ
る
さ
と
祭
等
に

出
演
し
て
お
り
、
出
演
間
近
に
な

る
と
特
に
熱
気
あ
ふ
れ
る
猛
練
習

に
励
み
ま
す
。

　

ま
た
、
忘
年
会
で
は
そ
れ
ぞ
れ

自
慢
の
歌
を
披
露
し
ま
す
。
福
祉

会
館
の
カ
ラ
オ
ケ
セ
ッ
ト
は
、
公

民
館
、
地
区
社
協
の
ご
配
慮
で
新

曲
テ
ー
プ
が
続
々
と
増
え
、
今
で

は
２
６
８
０
曲
も
組
み
込
ま
れ
て

お
り
、
歌
う
こ
と
を
い
っ
そ
う
励

ま
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

歌
は
い
つ
も
心
を
や
さ
し
く
暖

か
く
包
ん
で
く
れ
て
い
ま
す
。
一

人
で
口
ず
さ
む
歌
も
心
を
癒
し
て

く
れ
ま
す
が
、
皆
で
歌
え
ば
な
お

楽
し
。
年
を
と
る
と
楽
し
く
生
き

る
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
が
ち
に
な

り
ま
す
が
、
明
日
に
向
か
っ
て
生

き
る
大
き
な
力
が
湧
い
て
き
ま
す
。

ま
た
、
会
に
参
加
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
新
し
い
人
と
の
出
会
い
も

出
来
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
お
互
い

に
ふ
れ
あ
い
を
深
め
、
歌
と
共
に

生
き
て
い
る
喜
び
の
会
に
な
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

マ
ラ
ソ
ン
ウ
ォ
ー
ク

百
田　

新
（
下
関
市
）

　

第　

回
韓
国
慶
州
さ
く
ら
マ
ラ

12

ソ
ン
大
会
は
２
０
０
３
年
４
月
５

日
、
１
万
２
千
人
の
参
加
者
で
、

私
は
最
高
齢
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
特

別
賞
を
受
賞
し
た
。

　

同
大
会
に
は　

年
連
続
参
加
し
、

10

今
大
会
で
は
「
日
・
韓
・
朝
・
友

好
・
平
和
・
慶
州
さ
く
ら
マ
ラ
ソ

ン
」
と
手
書
き
し
た
旗
を
持
っ
て
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「
聖
徳
太
子
、
奈
良
時
代
と
交
流

の
あ
っ
た
新
羅
千
年
の
歴
史
と
美

し
い
桜
の
町
を
」
と
声
を
掛
け
合

い
な
が
ら
楽
し
く
５
キ
ロ
を
完
走

し
た
。

　

東
ア
ジ
ア
の
平
和
の
た
め
に
は
、

日
本
、
韓
国
、
北
朝
鮮
が
仲
良
く

し
て
世
界
の
平
和
と
発
展
に
尽
く

そ
う
。
私
は
か
つ
て
、
１
９
９
４

年
に
韓
国
雪
岳
山
国
際
マ
ラ
ソ
ン

大
会　

キ
ロ
で
大
青
峰
よ
り
は
る

20

か
北
朝
鮮
の
山
々
を
眺
め
、
朝
鮮

半
島
の
平
和
を
祈
っ
た
。
北
朝
鮮

と
の
国
交
正
常
化
望
む
。

　

私
は
、　

歳
よ
り
マ
ラ
ソ
ン
・

60

ウ
ォ
ー
ク
を
始
め
て
、
下
関
走
ろ

う
会
、
下
関
万
歩
ク
ラ
ブ
に
入
会

し
て
い
ま
す
。
お
か
げ
で
生
ま
れ

て
１
日
も
入
院
し
た
こ
と
が
な
い
。

城
下
町
長
府
マ
ラ
ソ
ン
、
夕
や
け

（
角
島
）
マ
ラ
ソ
ン
、
秋
吉
台
カ
ル

ス
ト
高
原
マ
ラ
ソ
ン
、
宇
部
全
国

マ
ラ
ソ
ン
、
門
司
港
レ
ト
ロ
マ
ラ

ソ
ン
を
全
部
完
走
し
、
最
高
齢
で

し
た
。
２
０
１
１
年
山
口
国
体
ま

で
マ
ラ
ソ
ン
・
ウ
ォ
ー
ク
を
続
け

た
い
と
思
う
。

　
「
ニ
ッ
ポ
ン
を
歩
こ
う
伊
能

ウ
ォ
ー
ク
」
に
参
加
し
た
。
韓
国
、

北
海
道
、
東
京
、
横
浜
、
静
岡
、

名
古
屋
、
京
都
、
大
阪
、
広
島
、

山
口
、
福
岡
の
皆
さ
ん
と
楽
し
く

歩
い
た
。
伊
能
ウ
ォ
ー
ク
、
日
本

一
周
お
め
で
と
う
。
万
歳
！

　

２
０
０
１
年
に
は
、
国
民
医
療

費
が
過
去
最
高　

兆
円
と
な
っ
た
。

31

１
日　

分
走
っ
て
入
院
し
な
い
で
、

50

　

兆
円
に
減
ら
そ
う
。
子
ど
も
は

20地
域
の
宝
。
ジ
ュ
ニ
ア
の
育
成
、

高
齢
者
の
指
導
、
社
会
福
祉
・
文

化
の
向
上
、
地
域
貢
献
活
動
を
し

て
、
生
涯
現
役
を
推
進
し
よ
う
。

皆
さ
ま
の
ご
多
幸
と
健
康
を
祈
り

ま
す
。

我
ら
六
期
生
の
星

末
岡
登
喜
子
（
岩
国
市
）

　

先
日
、
当
地
の
新
聞
に
次
の
よ

う
な
記
事
が
載
っ
て
い
ま
し
た
。

「
今
年
で　

台
目
に
。
ア
ル
ミ
缶

10

換
金
、
車
い
す
寄
贈
」
と
。

　

こ
の
善
行
の
主
、
有
福
義
雄
さ

ん
は
、
私
た
ち
�
や
ま
ぐ
ち
長
寿

大
学
六
期
�
の
同
級
生
で
す
。
久

し
ぶ
り
に
当
時
の
名
簿
を
出
し
て

見
ま
す
と
、
平
成
８
年
受
講
と

な
っ
て
お
り
、
月
日
の
過
ぎ
る
早

さ
に
び
っ
く
り
し
て
お
り
ま
す
。

　

有
福
さ
ん
は
、
地
区
の
老
人
会

の
お
世
話
を
さ
れ
て
い
る
時
、
ア

ル
ミ
缶
回
収
を
始
め
ら
れ
、
中
で

も
リ
ン
グ
プ
ル
を
集
め
る
と
施
設

に
車
い
す
が
贈
ら
れ
る
こ
と
を

知
っ
て
、　

年
も
の
長
い
間
、
コ

10

ツ
コ
ツ
と
続
け
ら
れ
た
の
で
す
。

　

新
聞
を
見
ま
す
と
、
今
年　

歳
87

に
な
ら
れ
た
と
の
こ
と
。
ま
す
ま

す
お
元
気
で
、
ご
夫
婦
で
運
動
を

続
け
ら
れ
る
こ
と
を
祈
っ
て
お
り

り
ま
す
。

　

な
お
、
六
期
生
Ｏ
Ｂ
会
は
、
今

年「
お
達
し
ゃ
会
」と
名
称
を
変
え
、

新
会
長
の
も
と
で
季
節
に
応
じ
た

行
事
を
考
え
、
会
員
の
交
流
を
密

に
し
て
、
高
齢
化
す
る
日
本
の
中

で
自
立
し
て
少
し
で
も
社
会
の
た

め
に
な
る
よ
う
活
動
を
続
け
た
い

と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

戦
時
特
攻
隊
で
生
か
さ
れ

た
命

「
何
か
人
の
た
め
に
生
き
よ

う
と
思
う
」

野
村
武
治
（
下
関
市
）

　

私
の
居
住
地
は
、
2
３
０
世
帯

の
団
地
自
治
会
で
、
昭
和　

年　
56

12

月
に
小
・
中
学
生　

名
で
少
年
消

80

防
ク
ラ
ブ
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
寅
詣
り
で
有
名
な
四
王
司
山

が
近
く
に
あ
り
、
当
時
、
山
火
事

が
発
生
し
周
辺
民
家
ま
で
延
焼
。

記
憶
に
新
し
い
災
害
で
あ
り
ま
し

た
。
原
因
は
、
煙
草
の
火
か
子
ど

も
の
火
遊
び
か
、
不
明
で
す
。
そ

の
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
、
消
防
関

係
者
と
協
議
す
る
こ
と
が
多
く
な

り
、
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
結
成
へ

と
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
活
動
は
、

当
団
地
の
活
動
か
ら
展
開
さ
れ
て

い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ク
ラ

ブ
員
の
保
護
者
中
心
と
し
た
ご
理

解
と
ご
協
力
で
、
団
地
の
年
間
行

事
予
定
表
に
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
の

目
的
と
活
動
を
明
記
し
、
ま
ず
は

日
頃
挨
拶
の
で
き
る
子
ど
も
に
と
、

明
朗
闊
達
な
気
風
を
醸
成
し
、
併

せ
て
火
災
予
防
知
識
の
普
及
徹
底

を
図
り
た
い
と
、
運
営
・
指
導
に

あ
た
り
ま
し
た
。
防
災
関
係
者
の

側
面
援
助
も
あ
り
、
お
か
げ
様
で

今
日
ま
で　

年
間
大
過
な
く
同
ク

23

ラ
ブ
員
の
健
全
育
成
と
発
展
に
寄

与
で
き
た
こ
と
を
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。

　

具
体
的
な
活
動
の
内
容
と
し
て

は
、
ま
ず
、
学
校
の
夏
休
み
期
間

中
に
は
、
山
口
県
消
防
訓
練
セ
ン

タ
ー
の
１
泊
２
日
の
特
訓
に
常
時

数
名
を
推
薦
で
派
遣
し
て
い
ま
す
。

ク
ラ
ブ
を
巣
立
っ
て
成
人
し
た
ク

ラ
ブ
員
が
阪
神
大
震
災
の
折
に
救

助
の
手
伝
い
に
行
っ
た
と
い
う
報

告
も
受
け
、
満
足
し
て
い
ま
す
。

台
風
通
過
後
に
は
、
地
区
漁
協
の

支
援
を
受
け
て
満
寿
島
へ
上
陸
し
、

流
木
や
ゴ
ミ
等
の
集
積
処
理
で
１

日
奉
仕
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

冬
休
み
期
間
中
に
は
、
夜
８
時

に
団
地
を
出
発
し
、
団
地
周
辺
の

５
町
内
を
「
寝
る
前
に
は
ガ
ス
の

元
栓
を
閉
め
ま
し
ょ
う
。
寝
タ
バ

コ
は
止
め
ま
し
ょ
う
」
等
々
、
火

災
予
防
の
呼
び
掛
け
を
し
な
が
ら

約　

分
間
か
け
て
廻
り
ま
す
。

40

　

ま
た
、
子
ど
も
樽
み
こ
し
や
子
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ど
も
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
は
じ
め
、

地
域
周
辺
バ
ス
停
留
所　

カ
所
に

10

設
置
さ
れ
た
灰
皿
の
毎
月
１
回
の

清
掃
奉
仕
作
業
な
ど
、
地
域
行
事

に
は
総
員
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

結
成
時
に
は
、
各
児
童
が
独
自

の
着
想
で
火
災
予
防
の
啓
発
看
板

を
作
成
し
、
四
王
司
山
の
登
山
道

に
設
置
し
ま
し
た
。
そ
の
火
災
予

防
の
啓
発
看
板
は
、
最
初
は
わ
ず

か　

本
で
し
た
が
、
年
々
徐
々
に

20
数
を
増
や
し
て
い
き
、
今
で
は
誰

の
目
に
も
留
ま
る
ま
で
に
数
を
増

や
し
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
こ
の
事
業
か
ら
得
た
も

の
は
、
私
が
生
涯
現
役
の
証
で
す
。

 

紙
芝
居

大
上
里
海
（
岩
国
市
）

　

も
う
１
ヵ
月
も
雨
の
恵
み
が
な

く
猛
暑
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
元

気
で
過
ご
す
こ
と
の
で
き
る
喜
び

を
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

私
の
地
域
に
は
、
１
丁
目
ご
と

に
公
園
が
あ
り
ま
す
。
公
園
は
地

域
の
玄
関
で
あ
り
、
ど
な
た
で
も

休
憩
が
で
き
、
素
晴
ら
し
い
場
所

で
す
。

　

し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
、
弁

当
の
空
き
箱
、
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
、

犬
の
糞
な
ど
が
散
乱
し
、
ト
イ
レ

の
マ
ナ
ー
も
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

暑
さ
に
も
負
け
ず
生
え
る
雑
草
も

あ
り
、
そ
ん
な
様
子
を
見
捨
て
ら

れ
ず
に
清
掃
に
取
り
組
ん
で　

数
20

年
に
な
り
ま
す
。
き
れ
い
に
な
っ

た
時
の
喜
び
を
味
わ
い
な
が
ら
…
。

　

今
年
も
夏
休
み
に
入
り
、
そ
の

公
園
に
小
学
生
が
ラ
ジ
オ
体
操
に

や
っ
て
来
ま
す
。

「
お
は
よ
う
」

　

首
に
出
席
カ
ー
ド
を
ひ
ら
め
か

せ
な
が
ら
大
あ
く
び
で
す
。
家
族

ぐ
る
み
で
の
出
席
も
あ
り
、　

人
50

く
ら
い
の
参
加
で
毎
日
元
気
よ
く

ラ
ジ
オ
体
操
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
以
前
か
ら
、
公
園
の
ゴ

ミ
問
題
は
子
ど
も
の
時
か
ら
身
に

つ
け
な
け
れ
ば
だ
め
だ
と
の
思
い

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
早
速
そ
の

公
園
で
紙
芝
居
を
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　

題
名
は
「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

ペ
ッ
ト
く
ん
」。
手
作
り
で
す
。

　

内
容
は
、
ゴ
ミ
と
し
て
捨
て
ら

れ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
泣
い
て
い

る
と
、
あ
る
日
や
さ
し
い
女
の
子

が
そ
れ
を
拾
っ
て
ス
ー
パ
ー
の
回

収
箱
に
入
れ
て
く
れ
ま
す
。
喜
ぶ

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
や
が
て
再
生

工
場
に
送
ら
れ
、
き
れ
い
な
洋
服

な
ど
に
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
き
ま

す
。
ゴ
ミ
が
資
源
に
生
ま
れ
変
わ

る
素
晴
ら
し
さ
が
表
現
さ
れ
て
い

る
と
同
時
に
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を

拾
っ
て
く
れ
た
や
さ
し
い
女
の
子

の
よ
う
な
仲
間
が
増
え
る
よ
う
に
、

地
球
を
病
気
に
し
な
い
よ
う
に
気

を
つ
け
、
み
ん
な
が
幸
せ
に
な
り

ま
す
よ
う
に
と
い
っ
た
物
語
が
描

か
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
皆
、
一
生
懸
命

に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

紙
芝
居
終
了
後
は
、「
よ
く
見

て
く
れ
ま
し
た
」
と
あ
め
玉
を
配

る
と
子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
で
、

「
ま
た
見
せ
て
ネ
」と
楽
し
そ
う
に

帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
１
日
目
は
大
成
功
で
し
た
。

こ
う
し
て
地
域
の
子
ど
も
か
ら
お

年
よ
り
ま
で
、
仲
良
く
、
楽
し
く
、

交
流
が
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

パ
ワ
ー
あ
ふ
れ
る

　
「
銭
太
鼓
」

村
岡
恒
信
（
岩
国
市
）

　

私
た
ち
の
地
域
に
は
、
高
齢
者

グ
ル
ー
プ
に
よ
る「
銭
太
鼓
の
会
」

が
あ
り
ま
す
。

「
頭
と
体
を
使
い
、
仲
間
と
一
緒

に
楽
し
く
で
き
る
も
の
」
を
目
標

に
、
平
成　

年
５
月
、
女
性
有
志

13

８
名
に
よ
り
始
め
ら
れ
た
も
の
で

す
。

　

現
在
メ
ン
バ
ー
は　

名
。
全
員

12

女
性
で
す
。

　

練
習
は
月
２
回
で
、
そ
の
う
ち

１
回
は
先
生
か
ら
指
導
を
受
け
、

新
し
い
曲
を
学
ぶ
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

「
練
習
は
本
番
の
気
持
ち
で
、
本

番
は
練
習
の
気
持
ち
で
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
日
々
研
鑽
が
重
ね
ら
れ

て
い
る
も
の
の
、
メ
ン
バ
ー
全
員

が
気
持
ち
を
一
つ
に
す
る
こ
と
は

な
か
な
か
難
し
い
よ
う
で
す
。

　

銭
太
鼓
は
、
全
員
が
リ
ズ
ム
に

合
わ
せ
、
動
作
を
合
致
さ
せ
る
と

こ
ろ
に
技
量
の
素
晴
ら
し
さ
と
美

し
さ
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
意
味
か
ら
集
中
力
が
欠
け

た
り
、
練
習
不
足
だ
っ
た
り
、
体

調
不
良
だ
っ
た
り
す
る
と
、
ど
う

し
て
も
全
員
の
気
持
ち
が
合
わ
な

く
な
る
よ
う
で
す
。

　

そ
う
し
た
気
持
ち
の
ズ
レ
を
、

彼
女
た
ち
は
度
胸
と
愛
嬌
で
補
い

な
が
ら
、「
老
人
ホ
ー
ム
」「
芸
術

祭
」「
敬
老
会
」
な
ど
で
、
そ
の
芸

と
技
を
披
露
し
、
多
く
の
皆
さ
ん

の
目
と
耳
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

　

ま
さ
に
女
性
な
ら
で
は
の
パ

ワ
ー
に
は
見
習
う
こ
と
が
多
く
、

敬
服
の
極
み
で
す
。

　

ホ
ー
ム
で
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
手
拍
子
に
合
わ

せ
て
の
銭
太
鼓
は
感
動
的
で
、
メ

ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
も
真
剣
そ
の
も

の
で
す
。



生涯現役社会をめざして 
心豊かな長寿社会を考える国民の集い 

土 

団体・活動グループ等の紹介 1 健康づくりコーナー 2

「元気な人、 
  元気でない人」 
講師／堀田　力氏 
（さわやか福祉財団理事長・弁護士） 

記念講演 

特設コーナー 

ほ っ た  つとむ 

平成16年 

10：00～16：30
山口県総合保健会館（山口市） 

平成16年 

10：00～16：30
山口県総合保健会館（山口市） 

//

主催／内閣府・山口県・山口県社会福祉協議会 

　21世紀の本格的な高齢社会において、誰もが長寿を喜ぶことができる心豊

かな長寿社会を実現していくことが課題になっています。 

　これに対し、国や地方において高齢社会対策の推進に努めていくのはもちろ

んのことですが、同時に一人ひとりが高齢社会を自分自身の問題としてとらえ

るとともに、世代間の交流や地域社会への参加を通じて、自ら生きがいのある

充実した生活を送り、お互いに助け合っていくことが重要となっています。 

　このような観点に立って、国民自らが参加し、考えるための「心豊かな長寿社

会を考える国民の集い」を昭和58年度から国と地方公共団体等との共催で開

催し、エイジレス・ライフ実践者及び社会参加活動事例の表章・紹介や記念講演

などを実施しています。 

●JRバスで 

松ヶ鼻下車　 徒歩3分 

●防長バスで 

＊新山口駅方面からは 
大橋下車　　徒歩3分 
＊山口方面からは 
出屋下車　　徒歩5分 

バ
　
ス 

湯田温泉駅から　  6分 

新山口駅から　　17分 

タ
ク
シ
ー

 

※新山口駅からバスに乗車される場合は「北口」のバス停を御利用ください。 

〒753-0072　山口県山口市大手町9-6 
　　　　　　　 社会福祉法人 山口県社会福祉協議会「山口県生涯現役推進センター」 

TEL083-928-2385 FAX083-928-2387
問
合
せ
先 

【プログラム】 
10：00～ 
オープニングイベント 

10：20～ 
エイジレス・ライフ実践者及び 
社会参加活動事例の表章 
やまぐち生涯現役章の表章 

10：40～ 
エイジレス・ライフ実践者及び 
社会参加活動事例の紹介 
やまぐち生涯現役章の紹介 

12：30～ 
アトラクション 

13：15～ 
パネルディスカッション 
テーマ「社会貢献できる人生」 
15：20～ 
記念講演 
さわやか福祉財団理事長　堀田 力氏 
テーマ「元気な人、元気でない人」 
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そ
し
て
会
員
の
皆
さ
ん
が
「
人

の
た
め
に
や
れ
る
こ
と
が
あ
る
」

こ
と
に
幸
せ
を
実
感
し
て
お
ら
れ

る
よ
う
で
す
。

　
「
銭
太
鼓
の
会
」
で
は
、
こ
れ
か

ら
も
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
喜
び
、

楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
に
技
量
を

磨
き
な
が
ら
、
元
気
は
つ
ら
つ
の

人
生
を
目
指
し
た
活
動
の
日
々
が

続
い
て
い
ま
す
。


